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16 世紀 40 年代に日本とヨーロッパの邂逅が開始された頃、イタリアではト
レヴィーゾ出身のジョヴァンニ・バッティスタ・ラムージオGiovanni Battista 
Ramusio(1485-1557)が航海と羈旅の最も基本となる文献、『航海・旅行記集成』






の大航海は、バルトロメ・デ・ラス・カサスBartolomé de Las Casas (1484-1566)
の『インディアス（アメリカ）史』（Historia de las Indias）や『航海日誌』（Il 
giornale di bordo）が教示しているように、ヴェネツィア人マルコ・ポーロ
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は俗語による文献彙纂が広汎な読者層を掴むことは無論 だが、ヴェローナ出身















路に出た、ヴェネツィア出身のアルヴィーゼ・カ・ダ・モスト Alvise Ca' da 
Mosto (c.1426-83)や、統率者亡き後、世界周航を達成したヴィチェンツァ人、
アントニオ・ピガフェッタ Antonio Pigafetta (1491[以前。1480 との
間]-c.1535[一説では 1526頃])らは、その旅行記の故にも重要な探検家の部類に
属するであろう。また冒険に出ずとも、コロンボの意義を認識し、『新世界』(De 




親友のアンドレア・ナヴァジェロAndrea Navagero (1483-1529)であった。 
もちろん、網羅的にすべての旅行者・冒険家がこの現代刊行物に含まれたわ









































































（Historia d'Ethiopia）、フィレンツェ人アンドレア・コルサーリ Andrea 
Corsali (1487-1524以降。エチオピアで死去)の 1516年、17年の二書簡、およ
びフィレンツェ生まれで、現ニューヨークを発見するジョヴァンニ・ヴェッラ
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さて、ポッジョとコンティの出会いがフィレンツェで実現したのは、公会議
開催地であったことによる。この公会議は全教会統一
エ ク メ ニ コ
を志向し、ルネサンスは
居住地域










ている面がある。正式に結婚したのは 1436年 56 歳の時で相手は 18 歳であっ
























































































庭に 1438年に生まれたジョヴァンニ・ダ・エンポリGiovanni da Empoliは、
コーチン発の書簡（1515年）で、コンティ同様にこの国を豊穣な文明国として
扱う。また、「我々同様」という表現を連発するなかで、肌の色が白いと記す(60)。


















































(1) G.B. Ramusio, Delle navigationi et viaggi, 3 voll., Venezia, vol. I 1550, vol. II 1559, vol. 
III 1556. 各巻はその後幾度となく再刊され続けた。現代では 1970-71年アムステルダム
で G.B. Parks と R.A. Skeltonの手により、1563、1583、1606年版が復刊された。装い
も新たな版は次注参照。 
(2) Id., Navigazioni et viaggi, a cura di Marica Milanesi, 6 voll., Torino 1978-1988. 
(3) Milano, Alpes 1928-32. これらも再刊されているようだが、全巻か否かは不明。 
(4) Viaggi in Persia, India e Giava di Niccolò de' Conti, Girolamo Adorno e Girolamo da 
Santo Stefano, a cura di Mario Longhena, Milano 1929. 以下、Longhena として引用。
ロンゲーナ版にはラテン語原文は含まれていないが、イタリア語訳は15世紀のDomenico 
da Brisighella訳を利用している。Ibid., 67, 117. 
コンティの旅とトスカネッリの地図およびポッジョの『再認されたインディア』 
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(5) 岸野久『ザビエルと日本―キリシタン開教期の研究』吉川弘文館、平成 10 年、61 頁。
寸言とは言え、例外と証すべき指摘が見られる。しかし、アレッサンドロ・ヴァリニャー
ノ『東インド巡察記』高橋裕史訳、東洋文庫、平凡社、平成 17 年、3-7 頁（訳者はしが
き）、特に 6 頁で、マルコ・ポーロ以後ヴァリニャーノまで東アジア世界の情報が皆無で
あるかのように記されているのは、誤解を招こう。 
(6) Longhena, 70, 72, 77. 前注(2)のミラネージ版では第2巻を参照。 
(7) 岸野『西欧人の日本発見』吉川弘文館、平成 7年第 2刷、第一章でマルコ・ポーロは詳
細に検討されている。但し同書4頁で、コンティの旅行記をフィレンツェ生まれのポッジ
ョ・ブラッチョリーニがラテン語訳して、1492 年に出版したというのは正しくない。
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Italia. Volume I, Biografia dei viaggiatori italiani colla bibliografia delle loro opere, 





(9) Poggio Bracciolini, Historiae de varietate fortunae, Ristampa anastatica di 1723, 
Bologna, 1969, 123-5, 特に124. Longhena, 71によると、1723 年版は1492年版と殆ど
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De varietate fortunae, Edizione critica con introduzione e commento a cura di O. 
Merisalo, Annales Academiae Scientiarum Fennicae(ser.B, t.265), Helsinki, 1993. 
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チャーナ図書館にある 3本のうち 1本を収めた。その番号は表題にある通りである。 
(11) Longhena, 145-47. Guéret-Laferté, 108-12. 
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(12) Longhena, 145-46. Guéret-Laferté, 110-11. Grossato, op.cit., 26. 中国の都市 Cambalestia 
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のは多いが、ヴィジャヤナガルもそのひとつ。Guéret-Laferté, 39-40, 87n. 
(14) Longhena, 164-65. Guéret-Laferté, 138-39. 
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翻訳は Jacopo Angeli da Scarperia によってなされ、アレクサンデル5世に献呈された。 
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edited by A. Morrogh et al., Firenze, 1985, I, 519-30, 特に526-27. 
(37) R. Manselli, Cristoforo Colombo, Alessandro VI e i primi missionari francescani, in 
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sull'ecclesiologia e sull'escatologismo bassomedievali, introduzione e cura di P. Vian, 
Roma, 1997, 668-80, 特に672. 
(38) Ronald G. Witt, In the Footsteps of the Ancients. The Origins of Humanism from 
Lovato to Bruni, Leiden/Boston/Köln, 2000, 51-2. なお最新の『東方見聞録（世界詳述）』
（Le devisement du monde）批判版諸巻が Librairie Drozより出版中である。 
(39) ポッジョに関しては特に次の書を参照した。 E. Walser, Poggius Florentinus. Leben 
und Werke, Hildesheim/New York, 1974(1914). 
(40) Longhena, 49. Walser, op.cit., 219-21. Giuseppe L. Coluccia, Niccolò V umanista: 
papa e riformatore. Renovatio politica e morale, Venezia 1998, 276. 
(41) Poggio Bracciolini, Historiae de varietate fortunae, 1-4に収録。Ibid., 1の注として、
Nicolao V. Summo Pontifici, literarum restitutori, cui Poggius a secretis fuit, hanc de 
de varietate fortunae historiam dicavit, ut et Diodori Siculi, et Xenophontis latinam 
interpretationem. 
(42) Poggio Bracciolini, Lettere III Epistolarum familiarum libri secundum volumen, a 
cura di H. Harth, Firenze, 1987, 88-90. Guéret-Laferté, 182-87. 
(43) Longhena, 140. Guéret-Laferté, 102-03. Grossato, L'India di Niccolò de' Conti, 22, 
46n. 67によれば、住民によって Dava （イラワジ川）と呼ばれる大河ガンジス川を一ヶ
月遡行すれば、Ava と呼ばれる高貴な都市に至るのだが、この町は国の都（1364-1783）
だった。1839 年、地震で壊滅、と。ジローラモ・サント＝ステーファノでは性的逸事は
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Peygo（Pegù ペグー）でのことである。Longhena, 231. 
(44) Longhena, 158-59. Guéret-Laferté, 130-31. 
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